
   

    

             

 
 

 

静 

坐 

  

色
彩
斑
爛
五
光
十
色
（
多
様
性
に
富
ん
で
い
る
）

の
現
代
生
活
に
よ
っ
て
、
人
々
は
快
速
で
走
る
道

に
投
げ
出
さ
れ
ま
し
た
。
皆

は
急
い
で
走
り
な
が
ら
、
さ

し
迫
っ
た
試
合
の
中
で
靴
も

飛
び
、
帽
子
も
な
く
な
り
ま

し
た
。
服
も
破
れ
ま
し
た
。

足
も
捻
挫
し
ま
し
た
。
骨
折

も
し
ま
し
た
。
で
も
一
番
悲

し
い
こ
と
は
毎
日
激
し
く
走

る
目
的
が
わ
か
ら
な
く
な
っ

て
い
る
事
で
す
。 

 

抱
え
き
れ
な
い
程
た
く
さ

ん
の
事
で
身
を
縛
ら
れ
、
緊

張
の
連
続
で
ど
ん
ど
ん
自
分

が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
自
分
の
こ
と
が
わ
か
ら

な
く
な
り
ま
し
た
。 

 

人
は
ど
ん
な
事
を
し
て
も
、
そ
れ
が
成
功
で
あ

っ
て
も
な
く
て
も
重
要
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

人
生
で
重
要
な
こ
と
は
最
佳
の
生
命
状
態
を
調
整

す
る
こ
と
で
す
。
緊
張
と
放
松
、
沈
重
と
飄
逸

（
飄
々
と
し
て
俗
離
れ
し
て
い
る
）
の
中
、
神
韵

（
神
韻
＝
神
の
お
も
む
き
が
あ
る
こ
と
。
）
と
霊

性
の
色
彩
を
調
整
す
る
こ
と
で
す
。 

 

疲
れ
だ
け
で
は
現
代
人
の

苦
し
み
は
表
現
出
来
ま
せ
ん
。 

休
息
、
睡
眠
、
居
酒
屋
が
あ

っ
て
も
現
代
人
の
身
と
精
神

の
調
整
は
ま
だ
ま
だ
不
足
で

す
。 

 

現
代
人
は
毎
日
静
坐
の
清

泉
の
中
に
浸
泡
す
る
べ
き
で

す
。
そ
の
中
で
ゆ
っ
く
り
、

の
ん
び
り
と
反
省
し
ま
す
。

静
化
の
後
は
必
ず
精
神
も
身

も
す
っ
き
り
し
て
楽
し
み
に

な
っ
て
き
ま
す
。 

 

△
静
坐
の
時
、
身
心
は
入
静
の
休
息
が
取
れ
ま
す
。 

△
脳
の
潜
在
能
力
再
開
発
が
出
来
ま
す
。 

△
身
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
た
ま
り
ま
す
。 
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△
自
身
強
化
に
な
り
ま
す
。 

△
混
雑
、
重
い
気
が
大
地
に
沈
ん
で
い
き
ま
す
。 

△
身
が
軽
く
て
重
量
が
な
く
な
り
ま
す
。 

△
空
の
雲
と
一
体
溶
合
に
な
り
ま
す
。 

△
自
分
自
身
は
幽
林
、
竹
の
海
、
清
泉
の
中
に
い

ま
す
。 

△
仙
境
が
近
い
と
感
じ
ま
す
。 

△
仙
境
は
心
の
中
に
あ
り
ま
す
。 

△
心
が
広
く
、
き
れ
い
で
清
潔
に
な
り
ま
す
。 

△
長
く
静
坐
す
る
と
生
命
も
新
鮮
で
豊
か
に
な
り

ま
す
。 

 

穏
や
か
で
健
康
的
な
精
神
と
身
体
を
持
つ
と
い

う
、
は
っ
き
り
と
し
た
思
想
意
識
と
人
生
の
目
標

を
確
立
す
る
こ
と
は
現
代
人
に
と
っ
て
、
と
て
も

重
要
で
す
。 

 

長
い
静
坐
の
中
で
人
々
は
生
命
の
内
容
と
深
さ

を
も
っ
と
悟
る
こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ
う
。 

   

行 

気 

  

行
気
は
吐
納
、
調
息
、
胎
息
な
ど
呼
吸
法
の
総

称
で
す
。
普
通
、
行
気
は
必
ず
導
引
術
と
一
緒
に

や
る
べ
き
で
す
。
行
気
は
ま
た
練
気
、
長
息
と
言

い
ま
す
。
採
気
の
後
で
宇
宙
自
然
の
気
が
自
分
自

身
の
気
に
な
る
方
法
で
す
。 

 

行
気
の
方
法
は
多
い
で
す
が
、
道
家
理
論
で
は

胎
息
法
は
と
て
も
重
要
で
す
。
生
ま
れ
た
ば
か
り

の
嬰
児
は
出
生
臍
で
母
体
相
連
で
す
。
臍
は
生
身

受
命
の
所
で
す
。 

 

○ 

胎
息
で
は
臍
下
二
寸
の
位
置
は
気
沈
丹
田
、
意

念
集
中
す
る
所
で
す
。 

○ 

胎
児
の
呼
吸
を
真
似
る
事
は
返
元
帰
真
思
想

を
表
現
し
ま
す
。 

○ 

神
仙
家
た
ち
は
言
い
ま
す
。
「
人
は
嬰
児
呼
吸

が
出
来
れ
ば
真
気
が
自
然
に
盛
ん
に
な
る
」
と
。 

○ 

純
陽
の
体
迄
に
近
づ
き
仙
人
に
近
く
な
り
ま

す
。 

○ 

胎
息
が
出
来
る
者
は
鼻
口
の
呼
吸
で
は
な
い

胎
児
の
よ
う
に
母
体
の
中
で
呼
吸
す
る
よ
う

な
形
が
出
来
ま
す
。 

○ 

初
め
て
行
気
を
学
ぶ
時
は
、
鼻
で
吸
っ
て
息
を

止
め
て
１
２
０
か
ぞ
え
、
口
か
ら
ゆ
っ
く
り
は

き
ま
す
。 

○ 

身
は
呼
吸
の
音
が
聞
こ
え
ま
せ
ん
。
出
来
上
が

り
で
す
。 

○ 

行
気
は
治
病
、
防
病
、
延
寿
の
効
果
が
あ
り
ま

す
。 

○ 

目
を
閉
じ
て
内
視
、
病
気
の
あ
る
所
に
気
を
誘

導
す
る
こ
と
を
行
気
と
言
い
ま
す
。 

  

道
家
引
火
焼
身
法
“ 

・ 

目
を
閉
じ
て
内
視
。 

・ 

心
に
火
が
燃
え
る
。 

・ 

火
で
身
を
燃
や
す
。 

・ 

病
気
を
治
す
。 

・ 

痛
み
が
あ
れ
ば
痛
み
を
火
で
焼
く
。 

・ 

痛
み
が
消
え
る
。 

 



“
火
”
は
行
気
の
時
、
熱
能
力
を
産
生
、
気
を

発
し
て
自
分
の
病
気
を
治
し
ま
す
。
ま
た
他
人
の

病
気
を
治
し
ま
す
。 

 

気
功
師
の
外
気
は
紅
外
線
、
静
電
、
磁
気
、
次

声
波
動
で
す
。
気
は
患
者
さ
ん
の
穴
（
ツ
ボ
）
か

ら
経
絡
に
入
り
、
臓
腑
の
邪
気
を
と
り
ま
す
。 

  春
の
薬
膳 

春
は
肝
の
季
節
で
す
。 

自
然
植
物
は
緑
に
な
り
、
生
長
、

昇
発
の
勢
い
が
あ
り
ま
す
。 

春
の
日
は
生
機
勃
発
、
百
花
盛

開
で
す
。 

勿
論
、
人
体
の
内
に
も
変
化
が

起
こ
り
ま
す
。
五
臓
六
腑
の
冬

眠
が
終
わ
り
、
春
を
迎
え
ま
す
。 

春
の
季
節
は
臓
腑
が
一
番
甦
り
ま
す
か
ら
当
然
臓

腑
の
順
暢
は
心
、
脾
、
肺
、
腎
へ
の
影
響
も
大
き

い
で
す
。 

肝
の
気
を
順
暢
調
整
す
る
と
精
神
安
定
、
消
化
正

常
、
体
力
満
々
、
能
力
発
達
な
ど
の
事
が
叶
い
ま

す
。 

 

《
材
料
》 

セ
ロ
リ
１
０
０
㌘ 

ハ
チ
ミ
ツ
２
０
㏄ 

セ
ロ
リ
は
ミ
キ
サ
ー
に

か
け
て
汁
だ
け
を
使
う 

セ
ロ
リ
の
汁
と
ハ
チ
ミ

ツ
を
混
ぜ
る 

弱
火
で
少
し
温
め
る

（
沸
騰
さ
せ
な
い
。
） 

１
回
／
日 

 

《
効
果
》 

明
目
（
視
界
が
明
る
く

な
る
。
）
養
肝
、
慢
性
肝
病
、
高
血
圧
に
効
く
。 

    

雷
拳
解
説 

 

二
十
九
式 

転
身
天
外
飛
虹 

（
て
ん
し
ん
て
ん
が
い
ひ
こ
う
） 

 

拳
名
の
意
味 

転
身
は
身
が
一
転
す
る
こ
と
。 

そ
の
時
両
拳
は
そ
の
ま
ま
の
姿
で
意
念
は
両
手
で

虹
を
持
ち
、
転
身
し
な
が
ら
空
で
彩
虹
を
描
き
か

け
る
。 

身
体
柔
軟
、
動
き
が
軽
く
て
活
用
す
る
。 

気
分
爽
快
。 

雨
あ
が
り
の
晴
れ
た
空
の
気
分
を
美
し
く
表
現
し

て
身
も
爽
快
感
が
あ
り
、
気
分
は
最
高
。 

 

姿
勢 

重
心
を
右
に
戻
し
て
左
足
の
つ
ま
先
を
内
に
入
れ

て
身
は
軽
く
転
身
。 

左
拳
は
体
の
前
を
経
由
し
、
百
会
の
真
上
で
拳
に

な
る
。 

同
時
に
右
足
は
左
足
の
傍
に
戻
す
。 



右
拳
は
腰
に
置
い
て
右
足
を
右
４
５
度
方
向
へ
出

し
弓
歩
に
な
る
。 

右
拳
は
ま
っ
す
ぐ
前
に
差
し
出
す
。 

呼
吸 

右
拳
を
前
に
差
し
出
す
迄
吸
う
。 

出
す
時
呼
。 

 

意
念 

左
手
は
空
の
雲
と
雨
を
撫
で
る
。 

右
手
は
虹
を
握
る
。 

虹
は
空
の
果
て
ま
で
飛
ん
で
い

く
。 

心
も
虹
と
一
緒
に
飛
ん
で
行
き

ま
し
た
。 

  

三
十
式 

踏
浪
降
龍 

 
 

 

（
と
う
ろ
う
こ
う
り
ゅ
う
） 

 

拳
名
の
意
味 

踏
浪
は
浪
の
上
に
立
つ
。 

浪
を
踏
む
体
は
と
て
も
軽
く
て
浪
の
上
を
歩
く
こ

と
が
出
来
る
。 

降
龍
は
龍
を
降
伏
す
る
こ
と
。 

智
慧
威
猛
。 

法
力
無
邊
の
意
味
が
あ
る
。 

 

姿
勢 

動
作
の
表
現
は
下
半
身
は

軽
く
て
鳥
の
よ
う
。 

上
半
身
は
力
が
強
く
神
通

力
が
身
に
つ
い
て
い
る
。 

左
足
は
右
足
の
前
に
寄
せ

る
。 

同
時
に
左
掌
は
左
腰
に
下

ろ
す
。 

右
拳
は
後
ろ
に
伸
ば
す
。 

左
足
は
左
４
５
度
向
き
に

踏
む
。 

右
手
は
後
ろ
か
ら
上
、
左
を
経
由
し
て
圓
を
描
い

て
上
か
ら
下
へ
劈
落
。 

上
半
身
は
少
し
扭
転
が
あ
る
。 

  

呼
吸 

左
足
前
進
の
時
吸
う
。 

右
拳
劈
落
の
時
呼
。 

 

意
念 

広
い
大
海
原
、
浪
を
踏
み
歩
き
ま
す
。 

突
然
龍
が
姿
を
現
し
ま
し
た
。
龍
を
降
伏
す
る
。 

燕
の
よ
う
な
軽
さ
で
法
力
無
邊
。 

  

月
刊｢

氣｣

の
目
的
は
皆
様
と
の
心
の
交
流
で
す
。

皆
様
が
ど
ん
な
こ
と
を
思
い
、
悩
ん
で
い
る
か
を

分
か
ち
合
う
場
に
な
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

月
刊｢

気｣

の
発
行
が
、
皆
様
と
一
緒
に
楽
し
み
に
、

よ
り
良
い
形
で
長
く
続
く
よ
う
に
皆
様
の
応
援
を

お
願
い
致
し
ま
す
。 

一
人
一
部
以
上
の
購
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

応
援
価
格 

一
部 

二
〇
〇
円 

編
集
責
任
者 

 

于 

雷 

編
集
ス
タ
ッ
フ 

植
松 

惠
美 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
林 

達
志 

他 

連
絡
先 

☎
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３
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